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の話

働 き が い も  経 済 成 長 も

　ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）は、持続可
能な開発のための2030アジェンダを構成する17のグローバル目標
の1つです。複数の目標を同時に達成するためには、包括的なアプロ
ーチが必要不可欠です。

　目標8のターゲットには、貧困や発展途上国に向けたターゲットだ
けではなく、

8.6
2020年までに、就労、就学、職業訓練のいずれも行っていない若
者の割合を大幅に減らす。
8.9
2030年までに、雇用創出、地元の文化・産品の販促につながる持
続可能な観光業を促進するための政策を立案し実施する。

　のように、若者や地域で取り組める身近なターゲットがあります。
三重県にも高校生を対象とした成長と働くことを応援している取り
組みがあります。

高校生の可能性は無限大

　今回、一般社団法人未
来の大人応援プロジェクト
のSBP（ソーシャルビジネ
スプロジェクト）を取材し
ました。SBPでは、オンリ
ーワン・ナンバーワンを目
指すのではなく、みんなで

つながって共に成長し、10年後20年後に地域で中心になる年代（高
校生）＝未来の大人を育てています。

高校生には勉強やクラブ活動以外にもう一つのス
テージとして「地域」が必要

　大きく分けるとこれまでは、高校生たちが活躍する場が「勉強」
や「クラブ活動」の2つのステージしかありませんでした。SBPで
は「地域」という第3のステージを作って大人たちがサポートする仕
組みを作りました。
　「地域」をきっかけに高校生たちが、社会に向けて成長や気づきを
得て大きく変化していきます。

SBP（ソーシャルビジネスプロジェクト）の展開の
きっかけ

　最初は多気町に相可高校の「まごの店」が、調理科の研修施設（高
校の授業の中ではできないお金のことや接客などの現場を学ぶ場）
として誕生しました。徐々に地域の方が高校生を応援するようにな
り、結果として地域の活性化につながりました。

すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な
経済成長、生産的な完全雇 用およびディーセント・
ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）を推進する
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　2016年から多気町での事例を再度ブラッシュアップし、全国高校
生SBP交流フェアとして展開しました。4回目の今年は、北海道から沖
縄まで全国の高校33校が参加し、三重県からは相可高校・南伊勢
高校などが参加しました。

　高校生が参画するビジネスの手法を使った地域での取り組みは全
国各地にあります。個々の取り組みの多くはその地域の中で留まって
いることが多く、全国高校生SBP交流フェアに参加することで全国
レベルの取り組みを見たり、知ったり、自分たちが評価されることで
気づきを得られ、より良い活動や次のステップにつながっていきます。
また、高校生と同様に、参加した高校の先生たちも他地域の学校と
の交流から新しい視点を持ち帰ることができます。

「地域⇒フェア（気づきが生まれる）⇒地域⇒フェ
ア」という循環

　全国高校生SBP交流フェアが活動のゴールではなく、交流の中で
得た気づきを地域に持ち帰ることで現場での活動がブラッシュアップ
されて加速していきます。前身となる「全国高校生“S”の交流フェア」
は多気町で3回開催、伊勢市での開催になって今年で4回目になり、
通算でいうと7回目になります。高校生たちは商品開発などを「何の
ため・誰のためにやる事業なのか？」をとことん考えて具体的なイメー
ジを広げます。また、大人たちも、常にこれを考えてサポートするよう
にしているそうです。

今年度SBP交流会に参加をした生徒と教師の声

N E X T I S S U E

次 号 で は S D Gｓが 掲 げ る1 7のテーマから
「9. 産業と技術革新の基盤をつくろう」を特集
する予定です

団  体  情  報

一 般 社 団 法 人  未 来 の 大 人 応 援プロジェクト
〒516-0074   三重県伊勢市本町8-11
　T e l 　 0596-67-6611
代表Mail　 info@mirai-otona. jp
　H　P　  https://mirai-otona. jp/

生  徒

　この活動は楽しそう、自分の将来の
ためになる活動だと感じて入りました。
 SBPには部活として所属して1年生
の時から毎年この交流会には参加し
ています。最初は人前での発表など慣
れないことも多かったですが、だんだ
ん慣れてきました。 

　生徒たちが実際に地域の大人と関
わることや、自分たちで作ったものを
販売する経験は他の部活ではなかな
かできません。
 人前で話をする事ができなかった子
どもたちに話すことへの抵抗感が減
り、今では堂々とプレゼンテーション
をしている姿は感慨深いです。
　学校関係者以外とのやり取りの中
で確実にコミュニケーションが身につ
いてきていると感じています。

教  師
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